
 

 

 

 

他人の心の痛みの分かるおばねっ子に！ 
 今号も「いじめ」について考えます。 

前号では、「いじめ」とはどのようなことか、に加え、尾花沢

市で、「いじめ」が毎年 150 件以上認知されていることにも触

れました。いじめの芽を摘むために積極的に認知した結果であ

ると評価する一方、それだけ多くの子供が傷ついたということ

は、非常に残念なことです。 

 山形県教育委員会から発行された「いじめのこと、もっと考えよう！～いじめを許さない、見

逃さないためのリーフレット～」には、いじめの関係者を４グループに分けて、次のようにアド

バイスしています。 

■いじめで悩んでいるあなたへ 

「もしかしたら自分が悪いのかな」と思う

ことは決してありません。どんなささいな悩

みも、先生や周りの大人に教え

てください。あなたのことを全

力で守ります。 

■いじめているあなたへ 

 あなたの何気ない言動で、傷ついている人

がいます。いじめをやめる強い意志を持って

ください。あなたにイライラす

る悩みがあるなら、その悩みを

先生や周りの大人に話してみて

ください。 

■いじめをはやし立てているあなたへ 

 いじめをエスカレートさせるあなたの言動

は、いじめに加担する行為です。絶対にはやし

立てないでください。いじめられ

ている人がいたら、その人の味方

になる優しさを持ってください。 

■いじめに気付いているあなたへ 

 いじめを止めるのは勇気のいることです。

もし止められなくても、すぐに周

りの大人に知らせてください。あ

なたの行動が、友達を救うことに

なります。 

 会計に戸惑っているおばあさんにお兄さんが「あわてなくともいいよ」という寛容の気持ちを

ラップで伝える、「たたくよりたたえ合おう」というＡＣジャパンのコマーシャルがありました。 

人は一人では生きていくことはできません。必ず誰かの恩恵にあずかって生きています。だと

したら、他人の不幸の上に成り立つ幸福などあり得ません。 

どういうときに、目の前の相手が悲しくなったり、傷ついたりするかが分かるおばねっ子に！ 
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に相手の心の痛みのことを考えていきませんか？ 

今こそ大人自身が「相手の心の痛みが分かる」言動を、子供の前で示すときだと思います。 

いじめがない、いじめを許さない、感謝と思いやり

で、笑顔あふれるウェルビーイングな尾花沢市を目

指して… 
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